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「前書き」

グーグルの Geminiを使用して、ＡＩ画像を生成する方法について解説します

解説には、パソコンの画面を使います・・・（ スマホの場合は Geminiのアプリで、同じ
ような手順で操作できるはずです ）

Geminiは、グーグルが開発した生成ＡＩです・・・その中のひとつの機能に、画像生成
があります・・・高速モードでの解説になりますが、思考モードでも同様の手順で生成
可能です

「準備」

前もってイラストを描いて、パソコンのドライブに保存します

このイラストを参照画像として Geminiへアップロードして、イメージの変更を依頼し
て立体的なイメージを生成します

手描きしたイラストは、次の画像です
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「手順１」

ここからは、実際に画像を生成する手順を解説します

Geminiのサイトをパソコンのブラウザで開きます

そして、プロンプトの入力欄にある「＋」ボタンをクリックして、パソコン内に保存し
た自作のイラストをアップロードする

（ 下段に掲載の画像を参照 ）
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「手順２」

プロンプト欄にプロンプトを次のように記述します

「アップロードした画像を基にして、立体的なプラスチック模型のイメージを生成してく
ださい．」

そして、送信ボタンを押します

（ 下段に掲載の画像を参照 ）
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